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《学校においてプール学習が導入された理由》 
学校教育プール学習が導入された主なきっかけは、１９５０年代の水難事故の多発です。戦後の日本では水難事

故が多発しており、子どもたちの水泳能力の向上が命を守るために重要とされました。これを受けて、1955年の学

習指導要領において、全国の小中学校に対してプールの設置と水泳授業の実施が明記されました。 

また、１９６４年の東京オリンピックを前に、スポーツ振興法が制定され、国が学校のプール建設に補助金を出

すようになり、全国的に学校プールの整備が急速に進みました。さらに、文部科学省（当時は文部省）は、体育教

育の一環として水泳を重視し、プール施設の整備や指導者の育成を積極的に支援しました。 

これらの背景から、学校での水泳授業は「命を守る教育」としての側面と、「スポーツ振興・体力向上」の側面の

両方を持って導入され、全国に広がっていったようです。 

今年のプール学習のねらい《一乗小》 

・水泳（水遊び、浮く・泳ぐ運動）の楽しさを体得させながら、水泳の基礎的技能を身に付けさせ、 
体力の向上を図る。 

・水泳時の事故防止やプール使用の心得を理解させ、安全や健康に留意する態度を養う。 
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学校へのご意見やご感想をお知らせください。          こちらからも可 ➔➔➔ 
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